
私の決意 

２年 西牟田 光虹 

 私は今まで、壁にぶつかったり、悩んだりした時に、たくさんの人に応援してもらい、支えてもら

いました。 

 私は、昨年の１１月に生徒会長になりました。初めての役割が町のお祭りで、ずっと歌い継がれ

てきた伝統ある合唱の指揮をすることでした。伴奏と指揮が合わず、自分の指揮が思うようにい

かなくて先生からの厳しい指導もあり、毎日毎日がつらかったです。先生と校内で顔を合わせる

ことすら緊張しました。そんな時、母や先生が、「初めは誰でもできない」と励ましてくれました。私

はその時、「上達するためには練習を積み重ねる必要があるから、初めはできなくて当然だ。で

も、そこであきらめずに努力を続けてほしい。」ということを伝えたかっただろうということに気づき

ました。このことに気づくまでにどれくらい時間がかかったでしょう。もっと早く気づいていれば心も

強くなり、深く落ち込まなくてよかったのかもしれません。しかし、今気づいたからこそ、これまで支

えてくれた人たちに感謝したいという気持ちがわいてくるのだと思います。つらいことから逃げず

に、努力することは、必ず自分のためになるということを学びました。 

また、冬休みに行われた生徒会リーダー研修会では、友だちと本音で話し合うことの大切さに気

づきました。来年度の年間テーマについての話し合いが行われる中、初めはなかなか意見が出

ませんでした。私は、自分の意見を言うことで、相手がどう思うか不安で発言することをためらい

ました。しかし、話し合いを進めるうち、みんな自分の気持ちを伝えたいと思っている、相手からも

伝えてほしいという気持ちを持っていることを知りました。伝え合うことで、信頼関係が生まれると

思います。これから、お互いに安心して気持ちを伝え合えるなかまづくりをしていきたいです。 

そして、私を支えてくれたたくさんの人の中には、私に夢をくれた人がいます。それは保健の先生

です。悩んだ時に、保健室に行くと「光虹さんなら大丈夫。きっとやりとげられるよ。」とやさしくアド

バイスをしてくださいました。そんな温かい場所が学校にあることは心の支えです。いつしか私

は、誰からでも相談される温かい人になりたいと思うようになりました。 

 私の夢は、私の学校の保健の先生のような養護教諭になることです。私が大人になった時、悩

みがある子どもに、自分の経験を話し少しでも勇気づけることができたらいいなと思っています。

そして、「またがんばろう」と思えるような居場所になるためには、たくさんの経験が必要だと思い

ます。このような経験を通して、私たちは自立に向けて進んでいくと思います。 

 これからさらに、自分を磨き、自分の経験を通して、子どもたちの悩みに寄り添うことができる養

護教諭になりたいです。今から先も壁にぶつかることがあると思います。しかし、一つ一つ乗り越

えることで夢を叶えていきます。 

 これが私の決意です。 

 


